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な勘や感動を基礎としており、
すぐれた言論の創造に役立つ環境づくりこそ理想であろう。

しかしまた、
そうした環境づくりにいかに多くの先人が血を減してきたかを省みるとき、
そこに言

論を生み出す混沌と人間ドラマがあり、ジャーナリズムが自覚的に取り組むべき主題があることを主

張することも許されるであろう。
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人
が
悟
る
よ
う
助
け
る
の
が
国
民
大
然
相
手
の
出
版
社
の
理
想
で
あ
る
と
彼
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る。

今
の
出
版
界

に
か
く
の
如
き
信
念
を
有
し、

そ
の
信
念
を
出
版
事
業
上
の
成
功
に
結
び
つ
け
う
る
人
あ
り
や。

私
は
緋
談
祉
の
出
版

物
に
凹
ま
れ
て
宵
っ
た
自
分
の
少
年
時
代
を
慨
し
く
回
閉
す
る
と
共
に、

今
日
の
宵
ち
掠
り
の
者
た
ち
に
い
さ
さ
か
同

怖
の
念
を
禁
じ
符
な
い
の
で
あ
る。
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【
岩
波
茂
雄
1
略

年諮
】

一
八
八一
ハ
明
治U〉
年

一
九
O一
ハ
明
治鈍〉
年

一
九
O四
ハ
明
治釘〉
年

一
九
O
五
ハ
明
治犯）
年

一
九
O
七
ハ
明
治却〉
年

一
九
O
九
ハ
明
治必）
年

一
九一
三
ハ
大
正2〉
年

一
九一
回
ハ
大
正3V
年

一
九一
五
ハ
大
正4〉
年

一
九一
七
ハ
大
正6V
年

一
九二一
ハ
大
正mv
年

一
九二
七
ハ
昭
和2〉
年

一
九三
八
ハ
昭
和問〉
年

一
九四
O
ハ
昭
和白）
年

一
九四
五
ハ
昭
和初〉
年

一
九四
六
ハ
昭
和幻〉
年

八
月二
十
七日、
信
州
諏
訪
郡
中
測
村
中
金
子に
生
ま
れ
る。

一
高に
入
学、
こ
こ
で
阿
部
次
郎、
安
倍
能
成ら
の
友
人
を
得
た。

人
生
問
題で
煩問、
一
商を
除
籍
さ
る。

東京
帝
大
哲
学
科の
選
科
生
と
な
る。

ヨ
シ
夫
r八と
結
婚。
翌
羊、
大
学
を
卒
業、
こ
の
年、
母
を
失
う。

神田
高
等
女
学
校の
教
師と
な
る。

教
師
を
や
め、
神田
南
神保
町に
古
本
屋
「
岩
波
書
店」
を
開
業。

激
石
コ』h
ろ』
を
刊
行。
出
版の
土
台
を
築
く。

『
哲
学
叢
書』
ハ
全ロ
巻V
を
刊
行。

議
石
全
築
工
全U
舎
の

刊行開
始。
書
店の
経
済
的
基
盤
をつ
くっ
た。

雑
誌
『
思
想』
発
刊。

岩
波
文
庫
創
刊。

岩
波
新
容
を
発
刊。

津田
左
右
吉の
『
古
典
記
及日
本
書
紀の
研
究』
な
ど
四
箸の
出
版で
起
訴
さ
れ、
昭
和
十
七
年、
禁

銅二
年、
執
行
猶
予二
年の一
審
判
決
を
受け
る。

貴
族
院
議員
補
欠
選
挙に
立
候
補、
当
選。

安
部
能
成に
託し
『
世
界』
創
刊。
文
化
勲
章
受
章。
四
月二
十
五
日、
病
死。
平
年
満六
十四
歳。

イ
メ
ー
ジ
の
な
か
の
岩
波
茂
雄

4V
予
LV
タチユ
7ル・
ヒZ
F
O
I

寸岩波文化Lの現在に照してあえて言葉を探すなら、
現代日本の〈知
の
歴
史V
を語るうえで、

その編纂者・オルガナイザーとしての岩波茂雄を欠くことは絶対にできない。
大正から昭和前期にか

けてのわが国の言論界が、いわゆる論壇から文壇を貫いて、
岩波茂雄という豪快で奔放な、
それでい

て突にきめ細かい配慮を怠らなかった演出者によって、
そのもっとも締かしい知的成熟を見たこと

は、
誰もが首肯せざるを得ない－つの同時代史である。

一九一三ハ大正ニ〉年に当時三十－歳の岩波が神田南神保町十六番地の電車停留場前に正札販売の古

本屋を開業して以来、
岩波書店は今日なお健在であり、
終戦直後の一九四六（昭和二十一〉年に岩波が

満六十四歳で没してからは、いわゆる進歩的文化人の拠点として並び立つ者のない存在であった。
岩

波亡き後の岩波書店が来たして岩波茂雄本来の包容カと些かな感受性そして大正・昭和前期の教養主

義が内に秘めていたロマンティシズムを継承する受皿であり得たかどうかという決定的に重要な論点

をとりあえず捨象するならば、
岩波茂雄は今日でもなお、
わが国の言論界にはかり知れない遺産を保

持しているといえよう。
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このような存在としての岩波茂雄にかんしては、
これまでにも幾度となく語られ、
論じられ、
追想

されてきた。
生前岩波がもっとも信額した友人、
安倍能成が心血を注いで書き残した正伝としての

『岩波茂雄仰』（岩波宮店一九五七年〉や岩波に仕え、女締となり、岩波書店社長もっとめた小林男の外

伝『惜様荘主人
｜｜一つの岩波茂雄伝
｜｜』ハ岩波曾店一九六三年〉のほか、
数多くの回想や伝記的文

章があり、
近くは谷川徹三氏の珠玉のような小伝「岩波茂雄Lq髄賀新聞』一九八五年四月五日t十二日付

「百年の日本人bもある。
それだけに、
私のように生前の岩波を知らず、またいわゆる「岩波文化」と

も距離のある戦後世代の者が、
岩波茂雄を論ずるなどということは、
本来、
差し控えるべき事柄であ

ろう。

T”’t 

実際、
私自身は今回、このような企画に誘われることがな恥ったら、
おそらく岩波茂雄という八方

破れの個性的な言論人の足跡に生涯接することはなかったであろう。
それほどまでに岩波は私にとっ

て迷い存在であり、
ただ同じ信州人として郷土自慢の話題のなかに、ときには登場したにすぎない存

在であった。
だが、
それも私の郷里の母校の大先輩でもある古田晃・唐木版三・白井吉見という筑摩

書房の担い手であった知識人に比べれば、
岩波茂雄は私にとってはるかに馴染みの蒋い存在であっ

た。
もとより私は、
少年期から今日
にいたるまで寸岩波文化Lの恩忠を全面的に受けており、
雑誌

『世界』は私の新制高校生時代からの知識の源泉であったばかりか、
大学時代は私の下宿に並ぷ岩波

新替の数多きことに驚いた友人たちから守新害派Lなどというレッテルを賜ったこともある。

しかし、
六O年安保の激励の時代を経て、
私にとっての「岩波文化」は、
速くに見る影絵のような

存在に急速になっていった。
戦後寸岩波文化」の〈顔v
であった清水幾太郎氏の岩波書店との関係の

変化を近くで目繋していたからかもしれない。
いずれにせよ、
私にとっての岩波茂雄は、
そのような

戦後の岩波書店の航跡を通じての岩波でしかなく、
それは逃歩的文化人や左翼的知性を動かし、
彼ら

に最大限に迎えられた理窟っぽく神経質で線の細い出版人、
私があまり好きではないタイプの信州人

として、
岩波茂雄は私の胸中にかすかな影を落としていたのであった。

だが、
このような私のイメージがまったく誤ったものであることを、
今回、
私は一つの衝撃をもっ

て初めて知った。
私の先入観は、
岩波自身の著作『茂雄遺文抄』〈〈私家版v
岩波書店一九五二年〉や

『出版人の遺文
｜｜岩波書店
岩波茂雄』〈栗図書店一九六八年〉を今回
精読したときに粉々
に打ち

くだかれ、
前記の伝記類や数多くの回想録を読みすすむうちに、
まったく違った岩波茂雄像がたちど

ころに私の内部に形成されていったのだ。

加えて、
岩波茂雄の生前の風貌や筆跡に触れるに及んで、
私の岩波像はまずまず明確になってき

た。
それは、
私が戦後の岩波書店と「岩波文化」の現在から演棚押したイメージとは決定的に異なる人

間像であり、
親愛感であり、
また敬慕の念でさえあったりする。
そして私は、この岩波茂雄の人間性
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もロ
マ
ン
も 、
ま
た
そ
の
幅
広
く

奔
放
な
思
想
的
水
脈
も 、
今
日
の
上
品
で
神
経
過
敏
で
高
級
官
僚
的
で
さ
え
あ
る

「
岩
波
文
化L
と
岩
波
書
店
に
は 、
い
さ
さ
か
も
継
承
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
苛
立
た
し
さ
に
取
り
滋

か
れ 、
同
時
に
亡
き
岩
波
の
遺
志
は
い
ず
こ 、
と
関
わ
ざ
る
を
得
な
い
街
助
に
駆
ら
れ
る 。

も
し
も
私
の
こ
の
よ
う
な
感
懐
に
異
を
差
し
は
さ
ま
れ
る
読
者
が
あ
る
な
ら
ば 、
一
貫
し
て
「

文
化
の
配
逮
夫」
た

ら
ん
と
し
た
岩
波
が
戦
前 、
『
日
本
資
本
主
義
務
逮
史
講
座』
を
刊
行
し
て 、
岩
波
書
店
が
い
わ
ゆ
る
講
座
派
知
識
人

の
拠
点
と
目
さ
れ
な
が
ら
も 、
岩
波
自
身
は
み
ず
か
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
明
治
天
皇
の
『．

五
筒
条
の
御
誓
文L
を
戦
時

中
は
も
と
よ
り 、
終
戦
直
後
に
病
に
伏
し
て
死
に
い
た
っ
た
時
期
の
枕
辺
に
も
掲
げ
過
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と 、
ま
た

国
土・
頭
山
満
翁
を
尊
敬
し
つ
づ
け 、
頭
山
を
寸

左
右
爾
翼
を
超
越
し
て
天
地
の
大
義
に
生
き
る
園
質
的
存
在」
と
讃

美
し
て
い
る
こ
と

箭掲『
岩
波
茂
雄
g
三
四
三ペ
ー
ジ〉 、
ま
た 、
友
人
の
原
田
熊
雄
が
昭
和
十
八
年
十－
月
岩
波
に

「
君
の
処
は
面
白
い
ぞ 、
激
石
の
写
真
と
頭
山
満
の
写
真
が
脱
み
合っ
て
る
し 、・
西
国（
幾
多
郎）
先
生
を
奉っ
て
る
か

と
思
う
と
石
原
発
爾
と
も
仲
が
良
い
し 、
ハ
ッ

ハ
ッ

ハ
：：・・」
と
冷
か
し
た
と
こ
ろ 、
岩
波
は
「

君
は
石
原
と
い
う
男

を
知
ら
ん
か
ら
そ
う
い
う
が 、
あ
れ
は
只
の
軍
人
じ
ゃ
な
い
ヨL
と
ム
キ
に
なっ
て
弁
解
し
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
令
高
木
惣
吉田
記
日
独
伊三
国
同
盟
と
東
条
内
閣
打
倒』
毎日
新
聞
社
一
九八
五
年
一
三
六ペ
ー
ジ
て
さ
ら
に
は
孫
文

の
み
な
ら
ず
鰐
介
石
に
も
傾
倒
し
て
い
て 、
斎
勝
茂
吉
か
ら
は
「

な
ぜ
岩
波
さ
ん
が
蒋
介
石
に
そ
ん
な
に
カ
痛
を
入
れ

る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た」
と
言
わ
れ
た
こ
と
ハ
前掲
『

岩
波
茂
雄
仰』
三
六
0ペ
ー
ジ〉
な
ど
を
知っ
て
い
た
だ
き
た

1今�

い
も
の
で
あ
る 。
そ
し
て 、
あ
の
骨
太
で
頑
固一
徹
し
か
も
心
の
や
さ
し
そ
う
な
岩
波
の
顔
写
真
を
是
非一
瞥
さ
れ
た

い 。
谷
川
徹
三
氏
は 、
そ
の
風
貌
を
か
つ
て 、
「

あ
の
顔
の
大
き
な
面
積
や 、
タ
リ
ク
リ
の
坊
主
頭
を
ふ
く
め
た
全
値

の
線
の
強
さ
や 、
民
中
に
ど
っ
か
と
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
ゐ
る
鼻
や 、
い
つ
も
少
し

充
血
し
て
正
面
を
見
据
ゑ
て
ゐ
る
眼

や
ll

道
具
が
大
き
な
せ
い
か 、
堂
々
と
し
て
ゐ
た 。
文
党
よ
人
の
有
名
な
霊
像
が
あ
る
け
れ
ど 、
あ
れ
と
か 、
で
な

く
と
も
締
門
の
頂
相
の
中
に
わ
れ
わ
れ
は
時
々
似
た
顔
を
見
る
こ
と
が
あ
る 。
豪
傑
と
云
っ
て
も 、
や
は
り
戦
士
の
そ

れ
と
は
ち
が
ふ
の
で 、
家
信
と
言
っ
た
面
影
が－
番
濃
い 。
私
は
あ
の
顔
が
好
き
で
あ
っ
た」
q
鬼の
押
出
し」
『

心』

第
三
巻
第
十ニ
披
八一
九
五
O
年V）
と
描
与
し 、
い
ま
ま
た 、
「

岩
波
さ
ん
は
蹴
智
な
風
貌
を
もっ
て
い
た 。
顔
の
面
積

が
大
々
と
し
て
大
き
く 、
そ
れ
が
ま
た
筋
肉
質
で 、
顔
面
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
突
冗
が
あっ
て 、
全
体
の
輪
郭
が
い
か
に

も
強
い 。
そ
れ
を
顔
の
真
中
に
ど
っ

か
と
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
鼻
が
引
き
締
め
て
い
る 。
昭
和
の
初
め 、
哀
の
北
軽
井
沢

．
大
学
村
の
悪
質
ど
も
は 、
鬼
の
押
出
し
と
い
う
あ
だ
名
を
奉っ
て
い
た 。
私
は
そ
の
顔
が
好
き
で
あっ
た
が 、
岩
波
さ

ん
は
そ
の
堂
々
た
る
風
貌
に
似
合
わ
ず 、
い
つ
も
忙
し
そ
う
に
せ
か
せ
か
し
て
い
た」
（
『・岩
波
茂
雄
①L
『

翻
賀
新
聞』

一
九八
五
年四
月
九日〉
と
追
想
し
て
い
る 。

た
し
か
に 、
岩
波
茂
雄
の
風
貌
は 、
こ
の
と
お
り
で
あ
る 。
そ
れ
こ
そ 、
あ
の
土
く
さ
い
信
州
人
の
武
骨
な
顔 、
そ

れ
で
い
て
多
感
な
旧
制
中
学
生
そ
の
ま
ま
の
ロ
マ
ン
テ
ィ

シ
ズ
ム
と
人
文
主
義へ
の
慣
悌
を
生
涯
持
ち
つ
づ
け
て
い
る

と
い
っ
た
夢
多
き
信
州
人
の
顔
な
の
で
あ
る 。
こ
う
し
て
岩
波
茂
雄
は 、
私
に
と
っ
て
もっ
と
も
親
し
むべ
き
人
物
と
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し
て 、
今
日
存
在
す
る 。

そ
の
思
想
と
行
動

1司O

岩
波
茂
雄
の
人
物
評
で
は 、
彼
は
『，

中
学
四
年
生
の
気
持」
ハ
谷
川
徹＝む
を
生
涯
持
ち
つ
づ
け
た
人
物
で
あ
る
と

か 、
「

だ
だ
っ

子
的
非
合
砲
的
本
性」
ハ
安
倍
能
成〉
を
晩
年
に
なっ
て
も
発
露
さ
せ
て
い
た
と
い
っ
た
こ
と
が
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
る 。
そ
う
で
あ
る
だ
け
に 、
岩
波
の
思
想
と
行
動
の
軌
跡
を
た
ど
る
う
え
で
は 、
そ
の
幼
少
年
期
か
ら
青

年
期
の
多
感
な
人
問
形
成
期
に
是
非
と
も
焦
点
を
当
て
ね
ば
な
ら
な
い 。

岩
波
は
そ
の
自
分
史
を
彼
自
身
の
回
顧
録
「

回
願
三
十
年」
令日
本
読
書
新
聞』
一
九四
六
〈
昭
和二
十一v
年三
月
t

五
月 、

前掲
『

出
版
人の
遺文』
所
収〉
や
岩
波
書
店
創
業
三
十
周
年
の
と
き
の
「

回
顧
三
十
年
感
謝
晩
餐
会
の
挨
拶」

令
図
書ゐ
一
九
四
二
〈
昭
和
十
七v

年十二
月
号 、
同）
で
か
な
り
克
明
に
諮っ
て
い
る 。
こ
こ
で
は 、
岩
波
自
身
の
こ
の

よ
う
な
回
顧
に
加
え
て 、
数
多
い
友
人 、
知
人
の
岩
波
像
を
参
照
し
つ
つ 、
若
き
日
の
岩
波
の
思
想
と
行
動
の
航
跡
を

ま
ず
た
ど
っ

て
み
よ
う 。

岩
波
は 、
西
南
戦
役
も
お
さ
まっ
て
維
新
の
大
業
が
ほ
ぽ
完
成
し 、

磁
長
の
勢
力
が
動
か
し
が
た
い
も
の
と
な
り
つ

つ
あっ
た
明
治
十
四
三
八
八一》
年
八
月
二
十
七
日 、
信
州
の
諏
訪
郡
中
洲
村
中
金
子
に
生
ま
れ
た 。
「

私
の
生
家

は
信
州
の
中
洲
村
で 、
年
貢
米
が
百
依
ほ
ど
と
れ
る 、
ま
あ
田
舎
で
は
中
以
上
の
家
で
し
た 。
父
は
体
が
弱
か
っ
た
の

で
百
姓
仕
事
は
せ
ず 、
役
場
の
助
役
を
つ
と
め
て
い
ま
し
た
が 、
私
が
十
六
歳
の
時 、
亡
く
な
り
ま
し
た 。
突
然
父
に

死
な
れ
て 、
私
は
勉
強
も
手
に
つ
か
ず 、
半
年
く
ら
い
は
ぼ
ん
や
り
し
て
い
ま
し
たL
「

母
は
学
聞
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が 、
大へ
ん
活
動
的
な
人
で
し
た 。
男
ま
さ
り
の
気
性
で 、
村
の
い
ざ
こ
ざ
な
ど一
人
で
世
話
を
や
い
た
り 、
愛

国
婦
人
会
の
支
部
創
設
に
骨
折っ
た
り 、
よ
く

村
の
た
め
に
尽
く
し
ま
し
た 。
ま
た 、
正
し
い
こ
と
は
ど
こ
ま
で
も
押

し
通
し
て
行
く

誠
実
な
人
間
で
し
た」
と
岩
波
自
身
が
怒っ
て
い
る
（
前掲
『

出
版
人の
遺文
も 。
彼
は 、
村
の
尋
常
小

学
校
か
ら
高
等
小
学
校
に
進
み 、
十
四
歳
で
諏
訪
実
科
中
学
校
ハの
ちの
諏
訪
中
学
校 、
現
在の
消
陵
高
校の
前
身〉
に
学

ぷ
の
だ
が 、
少
年
時
代
は
機
敏
な
腕
白
少
年
で
あ
り 、
同
級
生
か
ら
は
「

茂
雄
さ〈
茂
雄
さ
ん〉
の
こ
す
き」
と
も
い
わ

れ
た 。中

学
校
に
入
学
し
た
当
時
は 、
日
清
戦
争
直
後
の
英
雄
崇
拝
の
風
潮
の
た
め
か 、
ま
た
明
治
維
新
の
余
波
に
揺
れ
て

い
た
た
め
か 、
西
郷
南
洲
や
吉
田
松
陰
を
崇
め 、
同
時
に
英
語
会
話
に
も
精
を
出
し
た
と
い
う
が 、
や
が
て
郷
土
の
大

先
逮 、
佐
久
間
象
山
に
傾
倒
す
る 。

こ
の
あ
た
り
の
航
跡
は 、
信
州
人
に
見
ら
れ
る一
つ
の
典
型
だ
と
も
い
え
よ
う 。
信
州
人
は 、
あ
の
山
国
に
あっ
て

孤
高
を
保っ
て
き
た
の
だ
が 、
結
局 、
明
治
維
新
の
大
業 、
ひ
い
て
は
日
本
の
近
代
化
に
政
治
的・
行
政
的
に
は
参
与

し
得
な
か
っ
た 。
そ
れ
だ
け
に
日
本
の
近
代
化
を
政
治
的・
行
政
的
に
担っ
た
薩
長
勢
力へ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を 、
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.. , 

や
が
て
学
問
や
教
育
の
道
に
お
い
て
結
突
き
せ
よ
う
と
奮
闘
す
る
の
だ
が 、
岩
波
に
と
っ
て
象
山
は 、
そ
の
よ
う
な
歩

み
の
彼
方
に
見
え
る
シ
ン
ボ
ル
で
も
あっ
た
の
だ 。
こ
の
点
で
は
白
井
吉
見
が
描
く『

安
曇
野』
公
金
五
部v

筑摩書
房

一
九六
五
I

七
四
年）
の
群
像
と
も
共
通
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
が 、
彼
ら
が
常
念
岳
や
鎗・
穂
高
の
北
ア
ル
プ
ス
の
山

山
の
峻
般
に
宵
く
ま
れ
た
の
と
は
違っ
て 、
岩
波
は
富
士
山
が
好
き
だ
っ
た 。
の
ち
に
大
学
ハ
東京
帝
国
大
学
哲
学
科
選

科〉
を
卒
業
後 、
神
田
高
等
女
学
校
に
奉
職
し 、
三
年
間
で
辞
し
て
の
ち
岩
波
書
店
を
開
業
す
る
ま
で
の
あ
い
だ
に
彼

は
富
士
山
麓
で
晴
耕
雨
読
の
生
活
を
送
ろ
う
と
思
い
定
め
た
こ
と
も
あっ
た
と
い
う 。
岩
波
の
こ
の
よ
う
な
富
士
山
好

き
に
つ
い
て
は 、
後
年
に
岩
波
がパ
ト
ロ
ン
と
なっ
て
経
済
的
に
も
支
援
し
た
新
劇
の
山
本
安
英
女
史
も 、
「

岩
波
先

生
は
富
士
山
を
と
て
も
愛
し
て
い
らっ
し
ゃ
い
ま
し
たL
q
岩
波
先
生
の
こ
とL
『

図
書』
第
九
十八
号
〈一
九
五
七
年vv

hn
んぱ
L
ら

と
書
い
て
い
る 。
岩
波
が
生
ま
れ
た
中
洲
村
中
金
子
は 、
諏
訪
湖
西
臨時 、
「

御
柱L
で
有
名
な
諏
訪
神
社
上
社
の
あ
る

と
こ
ろ
で
あ
り 、

私
も
松
本へ
の
帰
省
の
折
に
い
つ
も
阜
で
通
る
と
こ
ろ
だ
が 、
あ
の
あ
た
り
か
ら
は
諏
訪
湖
を
隔
て

て
速
く
の
富
士
が
よ
〈

見
え
る 。
そ
の
富
士
山
を
愛
し
た
と
い
う
あ
た
り
に 、
他
の
信
州
人
と
は
異
なっ
た
岩
波
の
ハ

イ
カ
ラ
好
み
が
映
し
曲
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い 。

そ
の
よ
う
な
岩
波
に
と
っ
て 、
父
の
死
は
大
き
な
衝
撃
で
あっ
た
が 、
し
か
し
同
時
に
岩
波
が
生
涯
敬
慕
し
た
母
親

の
慈
愛
は
そ
の
よ
う
な
逆
境
に
お
い
て
岩
波
を
発
奮
さ
せ
た 。
母
は
岩
波
が
学
問
を
続
け
る
こ
と
に
理
解
を
示
し
た
ば

か
り
か 、
当
時
十
七
歳
の
少
年
に
村
の
伊
勢
議
代
表
と
し
て
長
途
の
旅
に
出
る
こ
と
も
許
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る 。
多
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く
の
信
州
人
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に 、
こ
の
と
き
岩
波
は
二
見
ケ
浦
に
出
て
初
め
て
海
を
見
る 。
つ
い
で
に
彼
は
京
都

に
も
立
ち
寄っ
て
象
山
の
惑
に
詣
で 、
さ
ら
に
神
戸
か
ら
飴
で
鹿
児
島
ま
で
行っ
て
西
郷
の
墓
参
り
も
す
る
の
だ
が 、

途
中
で
西
洋
人
に
会っ
て
英
語
で
話
し
か
け
て
み
た
り
す
る
と
い
っ
た
岩
波
の
積
極
果
敢
な
精
神
は
こ
の
時
期
に
も
す

で
に
発
揮
さ
れ
て
い
る 。
岩
波
は
功
な
り

名
を
遂
げ
て
の
ち
の
昭
和
十
年
四
月
か
ら
年
末
に
か
け
て 、
上
海 、
香
港 、

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
か
ら
東
南
ア
ジ
ア 、
イ
ン
ド

洋 、
ス
エ
ズ
運
河
を
経
て
カ
イ
ロ
に
至
り 、
イ
タ
リ
ア 、
フ
ラ
ン
ス 、
ベ

ル
ギ
ー 、

オ
ラ
ン
ダ 、
ス
イ
ス 、
ド
イ
ツ 、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
さ
ら
に
ポ
ー
ラ
ン
ド 、

チa
コ 、
ハ
ン
ガ
リ
ー 、
オ
ー
ス

ト
リ
ア 、
ソ
述 、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド 、
ラ
ト
ヴ
ィ

ア 、
エ
ス
ト
ユ
ア 、
そ
れ
に
ス
ペ
イ
ン 、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
東
部
か
ら

西
部 、
ハ
ワ
イ
へ
と
世
界一
周
の
旅
に
出
か
け 、
こ
の
問 、
寸
ル
ー

ブ
ル
の

き
尋
ね
て
心
た
れ
り

姦
の
極
み
見
れ

ど
飽
か
ぬ
か
も」
と
い
っ
た
歌
も
詠
じ
て
い
る
の
だ
が 、
当
時
と
し
て
は
大
変
な
大
旅
行
で
あっ
て 、
こ
の
よ
う
な
食

欲
さ
は 、
少
年
時
代
か
ら
の
も
の
で
あっ
た
と
い
え
よ
う 。

こ
の
よ
う
に
多
感
で
積
極
的
な
少
年
で
あっ
た
岩
波
は 、
父
の
死
後 、
「

身
を
立
て 、
道
を
行
い 、
名
を
後
世
に
掲

げ 、
以
て
父
母
を
顕
わ
す
は
孝
の
終
な
り」
と
い
う
孝
経
の一
旬
に
接
し
て
ま
す
ま
す
発
奮
す
る
の
だ
が 、
こ
う
し
て

青
雲
の
志
を
抱
い
た
岩
波
は 、
十
七
歳
の
春 、
『
日
本
人』
や
『
日
本
新
聞』
に
拠っ
て
国
体
観
念
を
喚
起
し
つ
つ
あ

っ
た
日
本
中
学
校
校
長
の
杉
浦
重
剛
に
宛
て 、
東
京
遊
学へ
の
綿
々
た
る
封
書
を
送っ
た 。
こ
の
「

杉
浦
重
剛
先
生
に

奉
る
番」
は 、
の
ち
に
問
中
学
校
で
発
見
さ
れ
て
四
十
年
後
に
岩
波
の
手
に
戻っ
た
が 、
そ
れ
は
「

謹
呈
ス
我
大
日
本
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"' 

ノ
教
育
家
杉
浦
先
生
閣
下
数ニ
信
陽
ノ

一寒
生
泣
血
頓
首
再
拝
シ
テ
自
己
ノ
境
遇
ヲ
述べ
胸
中
ヲ
吐
露
シ
テ
敢
テ

閣
下回－
諦
廠
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス」
と
い
う
番
出
し
に
は
じ
まっ
て 、
－．

我
ヲ
シ
テ
番
生
タ
ラ
シ
メ
ヨ

先
生
許
可
セ

ラ
ル
ル
ヤ
否
ヤ：：：
先
生
堂ェ
許
サ
J、
ル
ノ
理
ア
ラ
ン
ヤL
と
い
っ
た
末
尾
に
い
た
る
ま
で一
方
的
な
心
酔
の
念
の
吐

露
で
あ
り 、
し
か
も
文
中 、
天
下
国
家
を
論
じ 、
西
国
立
志
篇
や
陽
明
学
に
説
き
及
び 、
世
の
博
学
才
子
を
腐
る
な

ど 、
田
舎
の一
少
年
に
あ
る
ま
じ
き
し
ろ
も
の
で
あっ
た 。
作
家
の
村
松
梢
風
は 、
そ
の
晩
年
に
岩
波
を
か
な
り
批
判

的
に
論
じ
た
文
章
の
な
か
で 、
「

此
の
『

杉
浦
重
剛
先
生
に
奉
る
脅』
は
少
年
岩
波
の
面
回
線
如
た
る
も
の」
だ
と
述

べ
て
い
る
が
弓目．
本の
出
版
人

ll岩波茂雄・
島
中
雄
作・
野
間
清
治

ll」
可
新
潮』
一
九
五一
〈
昭
和二
十
六V
年－一
月

号〉、
岩
波
自
身 、
当
時
の
心
境
が
晩
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
変っ
て
い
な
い
旨
を
の
ち
に
諮っ
て
い
る
〈
前掲
「

回
顧
三
十

年
感謝
晩
餐
会の
挨
拶b，

こ
う
し
て
岩
波
は
卸
訪
実
科
中
学
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
上
京
し
て 、
強
引
に
日
本
中
学
校
に
入
学
し
た 。
そ
の
折

に
は 、
「

男
子
志
を
立
て
て
郷
関
を
出
づ」
の
戸
に
送
ら
れ
て
郷
里
を
出
立
し
た
と
い
う 。

日
本
中
学
校
を
卒
業
し
た
の
ち
の
岩
波
は一
高
を
受
験
し
て
失
敗 、
こ
の
失
意
の
時
期
に
内
村
鑑
三
に
出
会っ
て
い

る
が 、
翌
年
に
は
再
び
挑
戦
し
て

一両
入
学
を
来
た
し
た 。
こ
こ
で
阿
部
次
郎 、
石
原
謙 、
上
野
直
昭 、
荻
原
井
泉

水 、
鳩
山
秀
夫
ら
を
知
り 、
落
第
し
て
二
皮
目
の
二
年
生
の
と
き
に
は
終
生
の
友 、
安
倍
能
成
ら
を
知
る
こ
と
と
なっ

た 。
こ
れ
ら
の
友
人
こ
そ 、
郷
里
の
同
窓
で
高
名
な
気
象
学
者
と
なっ
た
藤
原
咲
平
ら
と
と
も
に 、
の
ち
の
岩
波
書
店
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を
支
え
た
群
像
で
も
あっ
た 。
一
高
で
岩
波
は
ポ
l
ト

部
に
入
り 、
ま
た 、
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
に
も
関
心
を
もっ
て

現
地
見
聞
に
も
出
か
け
た
り
し
た
が 、
二
年
生
に
進
級
し
た
頃
か
ら
彼
は 、
す
で
に
単
純
に
立
身
出
世 、
功
名
官
貨
を

求
め
た
熱
血
少
年
で
は
な
く
なっ
て
い
た 。
北
村
透
谷
や
ト

ル
ス
ト
イ
を
愛
読
し
た
の
は 、
「

い
わ
ゆ
る
人
生
問
題
が

青
年
の
最
大
関
心
事
で 、
俗
に
煩
悶
時
代
と
も
い
わ
れ
た
頃
で
あ
り
ま
し
て」
と
い
う
岩
波
自
身
の
言
葉
ハ
前掲
守

回

顧三
十
年
感謝
晩
餐
会の
挨
拶b
が
示
す
よ
う
に 、
「

人
生
と
は
何
ぞ
や」
を
問
い
つ
め
た
当
時
の

二両
生
の
風
潮
に
染

まっ
た
と
も
い
え
よ
う
が 、
親
mm
上
人
の
教
え
を
説
い
た
求
道
学
舎
の
近
角
常
観
の
す
す
め
で
ト

ル
ス
ト
イ
の
『

我
が

恨
悔』
を
読
み 、
「

信
仰
な
き
と
こ
ろ
に
人
生
な
し」
の
言
楽
を
発
見
し
た
こ
と
は
彼
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え 、

「
思
想
上
の一
転
機」
に
なっ
た
と
岩
波
自
身
も
告
白
し
て
い
る 。

こ
う
し
て
岩
波
の
煩
悶
時
代
が
始
ま
り 、
『．

僚
慨
悲
憤
派」
か
ら
コ限
想
懐
疑
派」
へ
と
転
ず
る
の
だ
が 、
そ
の
よ

う
な
と
き 、
明
治
三
十
六
ハ一
九
O
三〉
年
五
月 、
一
高
の一
級
下
で
岩
波
よ
り
も
五
つ
も
年
少
の
勝
村
操
が
「

般
頭

之
感」
を
残
し
て
華
厳
の
沌
に
投
身
自
殺
し
た
事
件
は 、
当
時
の
社
会
に
大
き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
た
以
上
に
岩
波

に
深
刻
な
街
懇
を
与
え
た 。

彼
は
房
州へ
聖
書
を
携
え
て
放
浪
し 、
ま
た
学
業
を
放
楽
し
て
信
州
野
尻
湖
上
の
弁
天
島
に
約
四
十
日
も
こ
も
り 、

自
然
の
懐
に
あっ
て
独
り
煩
悶
し
た
の
で
あ
る 。
もっ
と
も
当
時
二
十
二 、
三
歳
で
あっ
た
岩
波
が
こ
こ
ま
で
思
い
つ

め
た
背
景
に
は 、
彼
の
失
恋
と
い
う
原
因
が
あっ
た
よ
う
で
あ
る 。
安
倍
能
成
は
こ
の
点
に
つ
い
て 、
「

岩
波
は
自
分

B5 
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の
怨
し
た
女
が 、
同
級
同
郷
の
は
や
く

故
人
と
な
っ
た
Y
を
愛
し
て
居
た
と
い
ふ
こ
と 、
又
そ
の
思
ひ
が
醗
省
の
途
上

で
起
っ
た 、
と
い
ふ
こ
と
を
私
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
る」

ハ前掲『
岩
波
茂
雄
官
五
八ペ
ー
ジ〉
と
述べ
て
い
る 。
こ
の

い
わ
ば
片
想
い
と
し
て
の
失
恋
体
験
は
岩
波
の
生
涯
に
大
き
な
痕
跡
を
残
し
た
よ
う
で
あ
り 、
の
ち
の
ヨ
シ
夫
人
と
の

か
な
り
強
引
な
結
婚
と
家
庭
生
活
の
不
和 、
そ
し
て
岩
波
の
晩
年
に
至
る
ま
で
の
派
手
な
女
性
関
係
の
伏
流
に
なっ
て

い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が 、
彼
の
野
尻
湖
生
活
は 、
暴
風
雨
の
深
夜 、
孤
島
に
彼
の
安
否
を
尋
ね
て
学
業
に
戻
る
よ

う
必
死
に
懇
願
し
た
母
親
の
温
情
に
接
し
て
終
り
と
な
り 、
彼
は一
商
に
戻っ
て
き
た 。
し
か
し 、
ほ
と
ん
ど
授
業
に

出
ず
二
年
続
け
て
落
第
し
た
た
め
に
つ
い
に一
高
は
除
籍
さ
れ
た
が 、
翌
年
に
は
東
京
帝
国
大
学
留
学
科
選
科
に
入
学

し
た 。
こ
の
学
生
時
代
に
下
宿
先
の
娘
ヨ
シ
に
求
愛
し
て
結
婚 、
二
年
後
に
は
大
学
を
卒
業
し
た
が 、
岩
波
は
そ
の
直

前 、
彼
を
『．

深
い
絶
望
と
自
殺
病」
か
ら
救っ
て
く
れ
た
母
を
亡
く
し
て
い
る 。
岩
波
は
何
も
報
い
る
こ
と
な
く
失っ

た
母
親
を
3涙
な
く
し
て
母
を
思
う
こ
と
は
で
き
な
いL
と
終
生
語っ
て
い
た 。

こ
う
し
て
起
伏
の
多
い
脅
春
時
代
を
過
し
た
岩
波
は 、
大
学
卒
業
後
の
女
学
校
教
師
の
職
に
は
満
た
さ
れ
ず 、
同
じ

信
州
人
の
先
輩
と
し
て
新
宿・
中
村
屋
の
相
馬
愛
蔵
夫
妻
を
尋
ね
た
り
し
た
末
に 、
大
正
ニ
ハ一
九
＝
三
年
八
月
五

目 、
彼
三
十一
歳
の
と
き
に
当
時
の
慣
行
を
破っ
て
古
本
正
札
販
売
を
標
務 、
そ
れ
を
断
固
実
践
し
た
岩
波
書
店
を
開

業
し
た
の
で
あ
る 。
翌
大
正
三
ハ一
九一
四〉
年
に
は 、
出
版
も
手
が
け 、
処
女
出
版 、
夏
目
激
石
の
ヨ』
、
ろ』
が

刊
行
さ
れ 、
こ
こ
に
岩
波
書
店
は
着
実
な
第一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あっ
た 。
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と
こ
ろ
で 、
以
上
に
お
い
て
岩
波
の
少
年
期
か
ら
青
年
期
に
か
け
て
の
足
跡
を
か
な
り
詳
し
く

追っ
た
の
は 、
私
自

身
の
背
春
時
代
を
願
て 、
岩
波
の
た
ど
っ
た
日
々
が
あ
ま
り
に
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
も
あ
る
が 、
岩
波
は
そ

の
晩
年
に
い
た
る
ま
で 、
彼
の
脅
春
時
代
と
ほ
と
ん
ど
変
る
と
こ
ろ
の
な
い

精神
に
お
い
て
生
涯
を
貫
い
た
か
ら
で
あ

る 。こ
の
よ
う
な
岩
波
茂
雄
の
ユ
ニ
ー
ク
な
個
性
に
導
か
れ
た
岩
波
書
店
は 、
岩
波
在
世
中
の
三
十
四
年
間
に
わ
た
っ

て 、
刊
行
物
の
質
の
商
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
営
業
的
に
も
収
益
を
重
ね
る
と
い
う
画
期
的
な
成
功
を
収
め
た 。
激
石
の

『
こ
、
ろ』
を
処
女
出
版
し
た
翌
年
の
大
正
四
ハ一
九一
五〉
年
に
は 、
阿
部
次
郎 、
安
倍
能
成 、
上
野
直
昭
ら一
高
時

代
以
来
の
友
人
や
西
国
幾
多
郎
ら
の
協
力
で
『

哲
学
識
書』
を
刊
行 、
大
正
十－
2
九ニ
ニ〉
年
に
は 、
寺
田
寅
彦 、

右
原
純
ら
の
協
力
を
得
て
『

科
学
説
書』
が
発
行
さ
れ 、
こ
の
問 、
『

夏
目
激
石
全
集自国
ハ
大
正
六
二
九一
七V
年〉
の

刊
行 、
雑
誌
『

思
想』
の
創
刊
な
ど
も
相
次
い
だ 。

古
本
屋
と
し
て
出
発
し
た
岩
波
書
店
が
正
札
定
価
販
売
を
断
固
貫
い
た
こ
と
に
よ
っ
て 、
出
版・
番
籍
業
界
の
積
年

の
困
撲
を
打
破
し 、
業
界
の
体
質
改
善
と
近
代
化・
合
理
化
に
貢
献
し
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
が 、
岩
波
茂
雄
の
出
版

理
念
は 、
み
ず
か
ら
が
「

文
化
の
配
逮
夫」
に
徹
す
る
と
同
時
に 、
図
書
は
あ
く
ま
で
も
『．

耐
久
文
化
財」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
精
神
に
立
脚
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
な
理
念
こ
そ 、
昭
和二
三
九二
七〉
年
の
岩
波

文
庫
創
刊
を
支
え
た
も
の
で
あ
り 、
そ
の
発
刊
の
辞
で
岩
波
は 、
こ
う
述べ
て
い
る 。

コ紅
時
大
量
生
産
競
約
出
版
の
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涜
行
を
見
る 。
そ
の
庇
告
宣
停
の
狂
態
は
妨
く

措
く
も 、
後
代
に
胎
す
と
誇
郁僻
す
る
全
集
が
其
編
輯
に
首
会
の
用
意
を

な
し
た
る
か 。
千
古
の
典
籍
の
翻
鐸
企
図
に
敬
皮
の
態
度
を
欽
か
ぎ
り
し
か 。
更
に
分
寅
を
許
さ
ず
読
者
を
繋
縛
し
て

数
十
冊
を
強
ふ
る
が
如
き 、
果
し
て
其
揚
言
す
る
事
務
解
放
の
所
以
な
り
や 。
吾
人
は
天
下
の
名
士
の
盤
に
和
し
て
之

を
推
零
す
る
に
跨
路
す
る
も
の
で
あ
るL
q
踊
曹
子
に
寄
す

ーム椙波文
郎
殻
刊に
際
し
て

llb 。
こ
の
激
烈
な
言
葉

は 、
そ
の
ま
ま
岩
波
の
出
版
理
念
の
問
明
で
あ
り 、
「

当
時
の
流
行
に
対
し
て
い
か
に
私
が
反
媛
心
を
持っ
た
か
が
わ

か
るL
q
岩
波
文
庫
輸L

前掲
『

出
版人の

遺文』
所
収）
と
岩
波
自
身
が
回
想
し
て
い
る
よ
う
に 、
そ
れ
は
改
造
社
版

『
現
代
日
本
文
皐
全
集』
に
は
じ
ま
る
い
わ
ゆ
る
円
本
の
涜
行
に
見
ら
れ
る
出
版
界
の
安
易
な
風
潮へ
の
騰
し
い
批
判

で
も
あっ
た 。
右
の
岩
波
の
言
葉
は 、
現
在
の
わ
が
国
出
版
界
に
た
い
し
て
も 、
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
批
判
で
は
な

LV
品川岬
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こ
う
し
て
岩
波
書
店
は
岩
波
在
世
中 、

二具
し
た
理
念
を
追
求
し 、
ま
た 、
岩
波
が
若
き
日
か
ら
秘
め
て
い
た
教
養

主
義
の
普
及
に
か
ん
し
て
は 、
昭
和
十
三
三
九三
八〉
年
に
「

岩
波
新
書」
の
発
行
に
踏
み
切っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

実
現
さ
れ
た 。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
言
論
界
の
演
出
者
と
し
て
の
岩
波
の
成
功
の
原
因
を
安
倍
能
成
は 、
「

岩
波
が
か
つ
て 、

『
本
を
讃
ん
で
居
て
は
本
は
出
せ
な
い
よ』
と
い
っ
た
如
く 、

彼
が
事
者
で
な
く 、

勘
に
従
っ
て
大
盤
を
大
ざ
っ
ぱ
に

つ
か
ん
だ
の
に
基
づ
く
で
あ
ら
う」
ハ
前掲
『

岩
波
茂
雄
僻I恒
三
0
0ペ
ー
ジ）
と
述べ
て
い
る
が 、
そ
の
評
価
は
さ
す
が

に
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
る 。
こ
う
し
て
大
筋
を
つ
か
ん
だ
岩
波
は 、
原
稿
の
依
頼
か
ら
印
刷 、
製
本 、
造
本
に
い
た

る
ま
で
十
全
の
気
を
く
ば
り 、
ま
た 、
彼
は
実
に
細
心
に
著
者
や
友
人
の
面
倒
を
み
た
り 、
鼠
風
に
し
て
い
た
料
亭 、

銀
座
の
「

演
作」
な
ど
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
彼
ら
を
招
い
て
酒
食
を
供
し
た
り
し
た 。
こ
の
よ
う
に
し
て
彼
は
六
十
四
歳

八
ヵ

月
の
生
涯
を
終
始
太
く

強
く 、
そ
し
て
ま
た
そ
の
風
貌
と
は
裏
腹
に
い
つ
も
忙
し
そ
う
に
「

せ
か
せ
か
と
し
て」

生
き
つ
づ
け
た
の
で
あっ
た 。

と
こ
ろ
で 、
岩
波
が
最
晩
年
に
い
た
り 、
終
戦
直
前
の
昭
和
二
十
〈一
九四
五〉
年
春 、
東
京
大
空
襲
下
に
あっ
て

多
額
納
税
者
議
員
補
欠
選
挙
に
立
候
補
し
て
当
選 、
貴
族
院
議
員
と
なっ
た
こ
と 、
翌
昭
和
二
十一
三
九
四
六〉
年

二
月
に 、
親
友
の
安
倍
能
成
文
部
大
臣
か
ら
文
化
勲
章
を
受
け
た
こ
と
な
ど
か
ら 、
岩
波
の
，

俗
物
性s
を
批
判
す
る

向
き
も
な
い
で
は
な
い 。

た
と
え
ば 、
村
松
梢
風
は 、
「

彼
は
無
位
の
激
し
い
人
で 、
枇
員
に
用
事
を
云
ひ
付
け
て
も 、
云
ひ
付
け
ら
れ
た
枇

員
が
即
座
に
駆
け
出
さ
な
い
と
気
に
入
ら
な
か
っ
た 。

け
れ
ど
も一
面
保
身
術
に
も
長
じ
て
ゐ
た 。
職
時
中
自
由
主
義
の
出
版
枇
は
皆
軍
部
の
歴
迫
を
蒙
っ
て 、
軍
部
に
屈

従
し
た
り 、
迎
合
し
た
り
す
る
中
で 、
岩
波
に
も
其
の
駆
カ
が
加
は
ら
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が 、
彼
は
巧
み
に
そ

れ
を
探
し
て 、
大
し
て
脱
ま
れ
も
せ
ず 、
昭
和
二
十
年
三
月
に
は 、
多
額
納
税
議
員
の
補
依
選
血中
で
貴
族
院
議
員
に
な

っ
た
り
し
た 。
終
戦
後 、
操
飢
界
の
有
力
者
が
大
部
分
追
放
さ
れ
た
時
代
に
も 、
彼一
人
は
風
馬
牛
で
あ
っ
た
ば
か
り

1司9
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で
な
く 、

反
封
に 、
二
十一
年
二
月
に
は 、
出
版
業
者
と
し
て
初
の
文
化
勅
章
を
授
け
ら
れ
た 。
尤
も
時
の
文
相
は
安

倍
能
成
だ
っ
た
か
ら
ま
る
で
お
手
盛
の
観
が
あ
っ
た 。
こ
れ
に
封
し
て
安
倍
は
『

此
の
由来
は
前
文
相
の
時
に
曲
さ
れ
た

も
の
で 、
自
分
は
そ
れ
を
貨
現
し
た
に
過
ぎ
な
ど
と
言
ひ
鐸
を
し
た」
《
前掲
「日

本の
出
版
人

｜l岩
波
茂
雄・
島
中

雄
作・

野間消
治

llb
と
手
厳
し
く

断
じ
て
い
る 。

こ
の
い
か
に
も
村
松
ら
し
い
発
言
は 、
寸

良
容
は
必
ず
し
も
岩
波
ば
か
り
が
出
す
の
で
は
な
い
こ
と
を
讃
寄
人
は
認

識
す
る
必
要
が
あ
る」
ハ
同》
と
の
発
言
と
と
も
に 、
岩
波
個
人
お
よ
び
岩
波
書
店
に
向
け
ら
れ
た
もっ
と
も
強
い
批
判

だ
と
い
え
よ
う
が 、
岩
波
自
身 、
時
効
に
よ
り
免
訴
に
なっ
た
と
は
い
え 、
昭
和
十
五
三
九四
O〉
年
三
月
に
は
『

古

事
記
及
日
本
書
紀
の
研
究』
な
ど一
迎
の
諸
国
左
右
吉
の
著
書
出
版
で
当
局
か
ら
起
訴
さ
れ 、
昭
和
十
七
三
九四
二〉

年
五
年
に
は
禁
鏑
二
年
ハ
執行
猫
予二
年〉
の一
一審
判
決
を
受
け
て
い
る
の
だ
か
ら 、
村
松
の
言
う
よ
う
に
「

大
し
て
脱

ま
れ
も
せ
ずL
と
い
う
の
は
当
ら
な
い
に
せ
よ 、
た
と
え
ば
『
日
本
資
本
主
義
渡
逮
史
論
座』
刊
行
な
ど
に
か
ん
し
て

も 、
事
前
に
当
局
と
迎
絡
す
る
な
ど
慎
重
か
つ
十
分
な
配
慮
を
怠
ら
な
か
っ

た
こ
と
は
事
実
で
あっ
た 。

と
こ
ろ
で 、
貴
族
院
議
員
に
か
ん
し
て
は 、
安
倍
を
含
む
岩
波
周
辺
や
小
林
男 、
長
田
幹
雄
ら
の
岩
波
書
店
内
部
の

者
も
そ
の
出
馬
に
賛
成
で
は
な
か
っ

た
け
れ
ど 、
ひ
と
り
岩
波
は
熱
心
で 、
大
変ハ
ッ

ス
ル
し
て
い
た
と
い
う 。
こ
の

こ
と
は 、
「

陳
者
野
生
儀
明
治
の
聖
代
に
生
れ
秀
腐
な
る
山
河
に
育
ち
日
夕
五
箇
条
の
御
寄
文
を
拝
鏑
し 、

維
新
の
志

士
殉
国
の
精
神
を
追
懐
し
て
其
の
感
激
に
生
く
る
者 、
不
敏
不
才
乍
ら
も一
臣
子
と
し
て
君
国
に
報
い
ん
と
す
る一
片

un 

の
赤
心
に
至
つ
て
は
敢
て
人
後
に
務
つ
る
を
潔
し
と
せ
ざ
る
者
に
有
之
候」
と
い
う
岩
波
の
立
候
補
挨
拶
状
に
よ
っ
て

も
明
ら
か
で
あ
ろ
う 。
こ
う
し
て 、
岩
波
は
そ
の
晩
年
に
到っ
て 、
か
つ
て
脅
雲
の
志
を
抱
き
立
身
出
世
を
夢
み
た
熱

血
少
年
の
時
代へ
と
再
び
回
帰
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

文
化
勲
章
に
か
ん
し
て
は 、
谷
川
徹
三
氏
が
最
近 、
前
掲
の
小
伝
寸

岩
波
茂
雄L
の
な
か
で
「

そ
の
推
薦
者
は
世
間

で
思っ
て
い
る
よ
う
な
安
倍
さ
ん
で
な
く 、

伊
沢
多
喜
男
氏
ハ
警
視総
監 、
枢
密
顧
問
官〉
で
あっ
た
こ
と
を
小
林
男
の

前
引
『

惜
様
荘
主
人
1l一

つ
の
岩
波
茂
雄
伝
｜｜』

は
明
ら
か
に
し
て
い
る」
令
菰
野
新
聞』一
九八
五
年四
月
十二
日

付〉
と
述べ
て
い
る 。
もっ
と
も
小
林
男
の
著
書
で
は 、
本
当
の
推
榔胸
者
は 、
岩
波
が
「

或
る
点
で
は
軽
蔑
し
な
が
ら

も
大
切
に
し
て
い
たL
と
い
う
郷
里
の
先
輩 、「
伊
沢
多
喜
男
で
あっ
た
と
い
う」
と
脅
か
れ
て
い
て 、
谷
川
氏
が
言
う

ほ
ど
明
確
に
断
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
〈
前掲

『惜棟荘
主

人ll一
つ
の
岩
波
茂
雄

伝l
l』三

六
七、
三
七
六ペ

ー
ジ
ヨ
－
方 、
当
事
者
の
安
倍
能
成
は
み
ず
か
ら
の
関
与
を
否
定
し 、
「

伊
深
多
喜
男
は
自
分
が
斡
旋
者
だ
と
い
っ
て

居
る
が
問
漣
は
あ
る
ま
い」
ハ
前掲
司

岩
波
茂
雄
僻』
四
O一
ペ
ー
ジ〉
と
諮っ
て
い
る 。

い
ず
れ
に
せ
よ 、
岩
波
が
文
化
勲
章
に
十
分
値
す
る
偉
大
な
業
績
を
残
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
ず 、
ぎ
た 、
岩
波
自

身 、
受
章
の
内
示
を
知っ
て一
た
ん
は
拝
辞
し
た
と
い
う
け
れ
ど 、
寸

只
の
賞
な
ど
ほ
し
く
は
な
い
が 、
文
化
勲
章
な

ら
貰い
た
い
気
も
し
た」
と
小
林
男
に
語っ
て
い
た
と
お
り

前掲

店操
荘
主

人ーー一
つ
の
岩
波
茂
雄
伝

l」
三
六

六ペ
ー
ジ〉 、
本
当
は
こ
の
受
章
を
心
か
ら
喜
ん
で
い
た
の
で
あっ
た 。
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
そ
れ
を
拝
辞
し
た
旨
を
綿
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綿と綴り、一方でその喜びと光栄を記し、
同時に長々
と自分史を回顧した挨拶状〈その口述の簿記者は、

当時中学生の羽仁進氏であったという〉を．送っているのは、いかにも岩波らしい自己表出であった。
この

ことはまた、
みずからの死が近いことをあるいは予期していたのではなかったか。
小林男は、
コ』の

長い挨拶状を見て『たびたび聞いたことをまた書いている。
歯切れが悪いのは病気のせいではない

か』と心配した人があったL（同前曹
三七二ページ〉とさりげなく記しているが、
この時期の岩波に

かんしては、
周辺の近い人びとはいささかもてあまし、
畔易していた感もなくはない。
安倍能成は、

「店員の一人が彼に『濁普院他力本願居士』の牢披を奉ったさうだが、
彼の熱心な凝り方、
先輩や友

人に封する奉仕が、
結果から見て、
店員ゃぐるりの者に委輔附した他力本願にならなかったとはいへな

い。
彼は思ひやりがあるやうで、
否忠ひやりがあると共に、
傍若無人の暴君でもあったLハ
前掲『岩波

茂雄仰包
囲九一ページ〉と柿写している。この点については、
岩
波がとくに可愛がったという三女・美

登利さえ安倍能成に宛てた私信のなかで、「父といることは絶えざる緊張でした。いやではありませ

んが、
たえず父にも筑を配り、サービスし、
疲れました」（前掲『岩波茂雄停』
四八三ページ〉と語って

いることもつけ加えておこう。
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だが、このような性格そしてとくにその頑冥な晩年こそ、
いかにも岩波らしいところであり、
貴族

院議員になりたがったり、
文化勲章をほしがったりした点を含めて、
それは愛すべき頑固爺また好々

爺の姿でもあり、
田舎育ちの信州人のコンプレックスの裏返しであったともいえよう。

こうして岩波は、
貴族院議員として初登院した自の前日、
波風の絶えなかった岩波家にあって病弱

ながら秀才であった最愛の長男・雄－郎を三十歳で失い、
その八方月後には岩波自身も彼がみずから

e
sa
s
モ
a，

の好みで丹精をこめて建てさせた熱海伊豆山の別
荘ll惜様荘でその生
一本な生涯を閉じたのであ

る。
「
非
岩
波
化
L

と
岩
波
書
店

生涯にわたって岩波茂雄のもっともよき理解者であった安倍能成は、
岩波の人物像を「私は岩波の

理想に封する情熱、
利害を無視する公的締紳については、
天下の皐者、
文事者、いはゆる文化人中、

彼に匹僻する者は殆ど無いことを断言して仰らない」ハ前掲『岩波茂雄智
四O二ページ〉と総括的に

評定している。
ここに言う「利害を無観する公的精神」は、「良い物を出す鴬には、
会〈費用のある

無しなどは念頭になく、
唯遮二無二自己の計盛を推し進めようとするが如き、
猪突無謀の君子人」

ハ夏目仲六「岩波茂雄さんと私
｜l世にも面白い男のはなし
ll」
司文一郵春秋』一九五七年三月号〉であった岩

波を一貫して支えてきた一つの重要なバックボーンであった。
この「公的精神」は当然、マルタス主

1.�，， 

『ι非岩波化」と岩波曾店
ll岩波茂雄



義にかんしても適用され、「人類思想界の一潮流とすべきマルキシズムを紹介することは絶対に必要

である」
〈前掲『．回顧三十年bとの立場こそ『日本資本主義務謡史緋座』の出版に踏み切った原点であ

った。
それだけにまた岩波は、「講座執筆者には出来るだけ公平な立場をもって広く学界の織成者を

網羅されたき」という注文を同時につけることも忘れなかった（司日本資本主義務謹
史講座』刊行の次

第」
前掲『出版人の
遺文』所収可

一方、
岩波がこうした公平さの持ち主であったからこそ、
皇国史観の重鎖、
護団胸喜にかつて激し

く弾劾されたにもかかわらず、
敗戦直後にその禁固が自害したことを知って、寸阿君とは根本的に主

張を異にしているが、
当年軍閥に迎合し、
今また民主主義を謡歌している徒離に比べれば、
禁固君は

自己の主閥抗に殉ずる忠貸さを持っていた」ハ
前掲『．回顧三十年LVと語ることができたのである。

このような『．公的粉紳」を堅持した岩波は、
周辺に締経星のごとく当代最高の知性を集めながら、

いわば徒党をつくったり、
政治・思想運動的なサロンの形成を組織化するということを決してしなか

った。
同郷の友人でもある藤原咲平は、「自分はこの岩波さんの会で、いろいろな方と知り合いにな

る機会を得た。
安倍能成さん、
小宮山盤隆さん等々。
斎勝茂吉先生、
土屋文明先生等々
その他大勢あっ

た。
それらの方々
はすべて高遁清純な方々
で、いずれの場合にも、
私利私慾のためとか、
徒党を作っ

て政治運動に資するとか、
利権を求めるとかいう空気は葱末もなかったLq故岩波茂雄の思い出」『図

t..f .i 

書』
第
九
五
号一九五七年〉と語っている。

ここに見た非政治性・非党派性こそ岩波茂雄が立脚した寸公的精神」の具体的なあらわれであった

といえよう。
それだけに、
岩波亡き後の戦後の岩波書店が歩んだ道は、
果たして岩波の立場を継承し

ているのかが、この点からも問われなければなるまい。

－九四九〈昭和二十四）年に発足した平和問題談話会は、いうまでもなく、一九五O年の対日都和問

題から一九六O年の日米安保条約改訂問題などにいたるまで、
戦後日本の重要な政治課題にかんし

て、「もう－つの文部省」ハ大宅壮一〉
とさえ呼ばれていた岩波書店が組織した、いわゆる進歩的文化

人中心の政治・思想運動の母体であった。
しかも安倍能成らリベラル保守の巨頭を同会の象徴的指導

者に据え、
それに大内兵衛、
末川博らマルクス主義陣営の霊鋲を加えながら、
その実質的な推進役

は、
清水幾太郎、
久野収、
都留重人、
中野好夫、
名和統一、
丸山真男、
宮原誠一、
辻清明らのいわゆ

る進歩的文化人であった。
やがて六O年安保の時期には、
坂本義和、
日高六郎、
加藤周一、
石田雄、

小林直樹、
福田歓－、
篠原ス
荒瀬盛ら－世代若い丸山学派ないしは市民主義の立場の知識人が岩波

サロyに集まって、
平和問題談話会の活動を引き継いでゆく。

だが、
このような軌跡こそ、
岩波茂雄の「公的精神Lや非政治性・非党派性からの著しい逸脱であ

り、
また岩波書店の「非岩波化」にほかならなかったといえよう。
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にもかかわらず、
今日の岩波書店の指導層がそのことを無視して、このような『．非岩波化Lこそが

岩波書店本来のあり方であるかのようにしばしば論じていることは、
岩波茂雄の『．公的精紳」に照し

て、
首肯しがたい問題点だといえよう。
しかも「平和問題談話会の組織に当っては、
吉野さんがおら

れたからこそできたのだと継もがいわれます」ハ緑川亨「平和問
題談話会とその後LAききて
安江
良介v、

『世界』
創刊四十年
記念臨時増刊
「戦後平和論の源流
ll平和問題談話会を中心に
llL一九八五年七月〉と、

この点での吉野源三郎の功績を岩波書店の現社長が大いに称えているだけに、
まさに
よ汁岩波化Lの

推進者は、
吉野源三郎をおいてないという結論が導かれるのである。

ここで私のような部外者が、
岩波亡き後の岩波書店の内情に立ち入ることはもとよりできない。
だ

が、
記された文章や資料を読むかぎり、
岩波とはとくに晩年しっくりゆかなかったけれども岩波がそ

の献身的な努カにたいしては最後まで感謝の念を持ちつづけた岩波書店の陰の存在で実質的には経営

の大黒柱であった岩波書店の大番頭、
堤常支配人・堤久子会計主任夫妻と小林男、
長田幹雄ら他の岩

波書店幹部との角遂ののち、
岩波書店は、
小林男、
長田幹雄を中心に経営されることとなった。
こう

した小林・長団体制下において編集長となり、
岩波書店のいわば，政治局〈ポリト・ピュ！
？ly
を担

うようになったのが吉野源三郎であった。
吉野は昭和十二
三九三七〉年に岩波書店に入店した東大

哲学科出身のマルクス主義に関心の深い逸材で、ー店の主要員中では、
栗田賢三とともに数少ないイ
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ンテリであったLハ前掲『岩波茂雄仰』
ニ九四ページvo

戦後の社会的激励は、
堤、
小林、
長田ら小学校出の非インテリでありながら岩波茂雄に共鳴して徒

銘奉公からたたきあげた、いずれも信州人の集団から成っていた岩波哲店の変容をよぎな〈させたと

もいえようが、
昭和二十四年四月二十五日の岩波書店の株式会社化とともに発足した吉野源三郎編集

長体制こそは、
岩波書店の「非岩波化」そして「非信州化」の制度的完成であったともいえよう。
ま

た、このことは、
岩波茂雄の岩波書店から逃歩的文化人集団の岩波書店への転換をも意味し、
岩波書

店から信州人的なロマンとリベラリズムつまり「
於
砂

ムごらしさが潰え去ってゆく－大転機でもあっ

た。
先に見た平和問題談話会の発足が、この同じ年月であったことは、
きわめて象徴的である。

このように記せば、
戦後岩波書店の看板となった雑誌『世界』ハ岩波の死の直前、一九四六〈昭和二十一

年v一月に創刊）の発展こそ、
岩波の遺志であったとの反論もあり得ょうが、
その『世界』の創刊に際

しては岩波茂雄が、「幸ひにして同志安倍能成氏あり、
寓幅の信頼を以って『世界』の編輸を－任す

るLハョ世界』の創刊に際して」〉と書き、
すべてを安倍に託しているにもかかわらず、
やがて『世界』

の編集主導権は書店側の吉野源三郎に移っていった。
従って、
現社長の緑川亨氏が
♀ロ野さんは、
戦

後日本の激動の中で、
総合雑誌としての『世界』の編集を岩波茂雄氏に託されるわけです」ハ
前掲「戦

後平和論の
源滅
ll
平和問題践活会を中心に
llb
と諮っているのは、
岩波書店史とも背馳した「非岩波
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化L路線の言葉のうえでの正当化でしかないであろう。
そして、この聞の事情を安倍能成は、
次のよ

うに語っていることを指摘しないわけにはゆかない。

「時代の激しい嬰遜や、
編輯者吉野との考へかたの相漣その他から、二三年の中に我々
と『世
界』と

の関係は次第に疎くなり、
我々
は主勤者でなく寄稿家になり、
その閥係もだん
く縛れて来て、
我々

の仲間は武者小路賞篤を主とした生成曾を作って、『心』を蜜刊するやうになった」ハ
前掲『岩波茂雄

偉』
ニ八一t二八二ページ〉。

t4R 

このつつましくも含蓄の多い表現こそ、
温厚な安倍が岩波亡き後の岩波書店から刊行する『岩波茂

雄僻』のなかに記し得た最大限の八異議申し立てVであったといえよう。

こうした経緯を閲して今回、
もっとも岩波茂雄的でない雑誌『世界』が創刊四十周年を迎えている

のだ、
といったら言い過ぎであろうか。

ここで最後に、いわゆる「岩波文化」それ自身にたいしても不満であったマルクス主義史家たちに

よる「岩波文化」と「講談社文化Lの対比というかつて話題を呼んだ論点にも言及せざるを得ない。

遠山茂樹・今井消一・藤原彰共箸『昭和史』ハ岩波新書一九五五年〉は何日本の戦前の文化が国民の圧

倒的部分に受入れられていた娯楽中心の「講談社文化」と国民の小部分の文化人に限定されていた「岩

波文化」に分極化し、寸この両者の聞にはまったく通路をもた白断層があったLことが、「ファシズム

にたいする国民的抵抗の武器を生み出すことのできぬ理由であった」と述べている《同書
八九ページ〉。

この点について安倍能成は、「第一に輔跡群枇のやり方には、
岩波自身も生前反封の怠を表して居たが、

これは寂者本位といふ民衆的な態度といふよりは、
民衆を相手にして金を儲けようとする露骨な商貸

主義で、
岩波の著者を大事にして識者に姻ぴず、
しかもこれに奉仕することを終始心がけたのとは漣

ふ」〈前掲『岩波茂雄侮』
二九八tニ九九ページ〉と、
当然のことながら『．岩波文化」を擁護し、一方、

「講談社文化」には嫌悪の感情を露わにしている。

私自身は、いまあえて「岩波文化」と寸講談社文化Lというカテゴリー化にたいしても、
その評価

にかんしても立ち入るべき理由をもたないので、寸岩波文化Lの現在が山口昌男や大江健三郎らのフ

ァショナプルな〈知〉の集団を擁して『．競者に掬びずLとはとてもいえないであろうこと、「講談社

文化」の現在が、
もしも寸露骨な商買主義」に立脚しているのだとしたら、
私のこの岩波茂雄論など

は、とうてい活字にはならないであろうことのみを記すにとどめたい。
同時に、『昭和史』の著者ら

のイデオロギー史観は、
知識や学聞がいまや解き放たれている現在の日本社会にはますます無縁なも

のになりつつあるといってよいのではなかろうか。
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渡部昇一ハわたなべ
しよういち》
評論家、
上智大
学文学
部教授。昭和5年、山形
県生まれ．昭和初年、
上智大

学大学院修士課程修了。ミュンスタ1大学、オタスフォード大学留学。P・
E・【著書】『英語
学書『宮悟と

民族の起源について』
議石と
漢詩』『ドイツ参謀本部』『
日本語のところ』『英語教育大論争』『ことばの発見』

『知的生活の
方法』『英語の語源』『秘術としての文法－M『レトリックの時代』など。

2官I.

中嶋嶺雄（なかじま
みねお〉
東京外国語大学教授。国際関係論・
現代中国学専攻。昭和U年、
松本市生まれ。

昭和お年、東京外国語大学中国科卒業。昭和幼年、東京大学大学院国際関係論課程卒業。社会学博士。【著書］

『
現代中国論』『中ソ対立と現代』
『逆説のアジア』『北京烈烈』『中国』『知識人と論埴』など。

松井利彦ハまつい
としひこ》
俳句
評論家。昭和2年、岐阜
県生まれ。昭和初年、名古屋大学大学院国文学修

了。岐阜教育大学教授を経て、現職。門著書］司近
代俳論史』『近
代俳句研究年表』『正問子規の研きハ上下》

『子規・虚子・激石』
『定本商慣虚子全集』ハ絹》など．

牛山純一ハうしやま
じゅんいち〉
紛日本映像記録センター社長、日本映像カルチャーセンター常務理事。昭和

5年、東京生まれ。昭和
勾年、早稲田大学第一文学部卒業。同年日本テレビ入社。報道局社会部長、製作局次長

を歴任して現職。芸術選奨文部大臣賞、日本記者グラプ賞を受賞。

本間畏世ハほんま

東京大学教説。アメリ力研究。昭和4年、
東京生まれ．昭和初年、
東京大学教授学

ながよ》

部教養学科卒業。

人』など。
【著書］『リンカーン』『理念の共和国』『アメリカ政治の潮涜』『アメリカを支えるアメリカ

小谷正丈こたに
まさかず〉プロデューサー、コンサルタント。大正元年、兵陣県姫路市生まれ。昭和叩年、

早稲田大学文学部卒業。大阪毎日新聞、夕刊新大阪ハ創刊て新日本放送ハ創設て大阪テレビハ創設て電通等

を経て現在デスクK代表。パシフィック・リーグ設立ハ昭和M年〉、オイストラッフ招聡ハ初年v、大阪万博住友

館プロデュースハ絹年〉、
東京国際映画祭プロデュースハω年〉など、本邦初のプロデュース活動多数・年間最

優秀プロデューサーを選ぷ会を主事ハ同年から〉。【著書】『おもろい奴ちゃな』ハ共著〉など。

半藤一利〈はんどう
かずとし〉
文欝春秋編
集委員畏。昭和5年、東京生まれ。昭和鎚年、
東京大学文学部国文

科卒業。
同年文沓
春秋社入社。『週刊文春』『文欝春秋』の各編集長、出版局長を経て、現職。【
著書〕『
聖断ll

天皇と鈴木貫太郎』司日本海軍を動かした人びと』『日本のいちばん長い目』『レイテ沖海戦』など。
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